
      

４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
の
地
震
は
、
16
日
未
明
、
震
度

６
強
の
「
本
震
」
に
な
り
、
３
日
目
を
迎
え
ま
し
た
。
土
砂
崩
れ

や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
が
相
次
い
だ
熊
本
阿
蘇
村
で
は
30
日
で
死
者

49
人
が
確
認
さ
れ
、
不
明
の
一
人
の
捜
索
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
先
で
も
関
連
死
20
人
が
で
て
い
ま
す
。
県
内
の
阿
蘇
地
方
に

は
現
在
も
余
震
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
分
県
中
部
を
震
源
地
と
す

る
震
度
５
強
の
地
震
が
あ
り
、
北
部
に
も
震
度
５
強
の
地
震
が
起

き
ま
し
た
。
九
州
全
県
で
は
、
負
傷
者
１
１
０
１
人
、
避
難
者
９

万
４
１
８
１
人
、
建
物
倒
壊
２
２
２
７
棟
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
に
、
土
砂
崩
れ
が
各
所
に
発
生
し
、
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
断
水
・
停
電
に
よ
り
生
活
手
段
が
絶
た
れ

た
状
況
で
す
。
鉄
道
は
、
新
幹
線
、
在
来
線
も
再
開
し
ま
し
た
。

熊
本
空
港
ビ
ル
が
損
壊
し
ま
し
た
が
、
空
港
は
19
日
よ
り
一
部
の 

  

      

便
で
運
行
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
地
震
は
阿
蘇
山
系
か
ら
流

れ
出
る
土
石
流
は
山
村
か
ら
町
・
市
・
県
と
生
活
と
文
化
を
破
壊

し
て
い
ま
す
。
近
代
化
を
目
指
し
た
資
本
主
義
的
合
理
化
に
問
題

は
な
い
か
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
強
く
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
最
初
か
ら
鹿
児
島
の
「
川
内
原
発
は

異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
繰
り
返
し
報
道
し
ま
し
た
。 

東
日
本
の
地
震
と
津
波
に
よ
る
原
発
の
後
遺
症
は
何
一
つ
解
決

し
て
い
ま
せ
ん
。
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
自
然
環
境
（
海
・
山
・

川
）
を
元
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
現
状
が
証
明
し
て
い
ま

す
。
災
害
を
防
ぐ
方
法
を
研
究
し
て
い
る
話
を
聞
き
ま
す
が
、
原

子
爆
弾
に
よ
る
被
災
の
実
態
と
、
原
発
事
故
の
悲
惨
な
多
く
の
歴

史
か
ら
学
び
、
全
て
の
労
働
者
、
勤
労
者
を
中
心
に
反
核
、
反
原

発
、
反
合
理
化
の
闘
い
を
強
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 


